
　令和５年（2023）は三多摩東京府移管130周年、立川町制施行100周年、立川市・砂川町合併60周年を迎え
る年です。そこで今回の特集は、近世（江戸時代）から現代までの時代を通じて、立川市域の行政区域がど
のように変化してきたかを見ていきます。行政の仕組みは、国の制度の変化や周辺地域との経済的な関係の
影響を大きく受けながら移り変わってきました。その過程を概観することは、現在の立川市の成り立ちをよ
り深く知る手がかりとなります。
　巻末の『立川写真館』では、「家族写真からみる『縁側』」と題し記念写真や家庭での思い出の記録から分
かる情報について、調査の実例を紹介します。
　また、令和５年９月から第５期・立川市史編さん委員会が始まりました。市史編さん事業後半に向け、引
き続き市史編さん事業へのご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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立川おっこぼれ話

第八陸軍航空技術研究所から鳥取市への災害見舞金

　令和５年（2023）９月１日は、関東大震災発生100年の節目にあたります。
今日でも災害は頻発し、その復興のために各地から義援金が寄せられてい
ます。義援金の募集は昔から行われており、それは戦時中も同様でした。
　右の写真は「鳥取市災害見舞金送付方相煩度件照会」で、立川市所在の
第八陸軍航空技術研究所が、昭和18年（1943）９月17日に鳥取市への災害
見舞金15円の送付を立川市へ依頼したものです。鳥取市の災害とは同年９
月10日に発生した鳥取地震のことで、鳥取市では震度６を記録し、死者
1,210人（行方不明26人含む）、負傷者3,860人、全壊家屋１万3,295戸など
の被害を出しました。
　文書の付箋には、「本醵金ハ当所一

　（ママ）

、研究室従業員相謀リ六月以降「暑
イ」ト失言シタル場合身分ニ応ジ少額宛醵出累積セシモノナルニ付迄

（ママ）

参考
申添フ」と記され、災害見舞金醵

きょしゅつ

出の補足説明がされています。つまり、
６月以降の暑さ盛りの時期に「暑イ」と言った場合に罰金のような形で集
めた金であることが伝えられています。見舞金15円という金額は、当時の
葉書750枚分です。25日に為替券で鳥取市へ送付され、少しずつ貯められ
たお金が、不意の災害に対する復興に貢献することとなりました。
　戦時中で物資が不足する時期でありましたが、災害に対して現在の義援
金などと同様に助け合いを行っていたことがわかる貴重な資料です。

▲「鳥取市災害見舞金送付方相煩度件照
会」と付箋「昭和十八年　庶務関係書類」
　旧立川市役所文書、立川市歴史民俗資料
館蔵

第５期・立川市史編さん委員会委員
　立川市史編さん委員会は、市長の諮問機関として設置され、市史編さんに関する基本的な事項について審議しま
す。このたび、第５期の立川市史編さん委員会が始まりました。任期は令和５年９月１日から２年間です。

職　名 氏　名 所　属　等

委　 員 大友　一雄 国文学研究資料館名誉教授

委　 員 小林　尚子 公募による市民

委　 員 白井　哲哉 筑波大学図書館情報メディア系教授

委　 員 杉浦　早苗 公募による市民

委　 員 鈴木　　功 元立川市文化財保護審議会会長

委　 員 豊泉　喜一 前立川市文化財保護審議会会長

委　 員 楢崎　茂彌 多摩戦時下資料研究会

委　 員 保坂　一房 たましん地域文化財団歴史資料室

委　 員 和田　　哲 立川市文化財保護審議会委員

（敬称略・50音順）
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部会短信（令和５（2023）年度前期）
先史部会

近代部会

古代・中世部会

現代部会

近世部会

民俗・地誌部会

シルバー大学での発表の様子

東砂川尋常小学校沿革誌
（立川市立第八小学校蔵） 市立第三小学校所蔵アルバム調査風景 棒打ちの様子

福正院（福生市）での調査風景 立川市歴史民俗資料館で整理中の文書群

　現在『本編 通史』に向けた追
加調査の準備を中心に鋭意作業
を進めています。『資料編 先史』
では、立川市域で出土した考古
資料の紹介が主体になりました
が、『本編 通史』では、市域の考
古資料だけでなく、対象を多摩地
域に広げて歴史を叙述する予定で
す。引き続き調査にご協力をお願
いいたします。また、７月20日に
立川市シルバー大学で行われた講
座「立川の歴史と史跡探訪」で、

『資料編 先史』の成果を中心に発
表しました。20名の市民の皆様に
ご参加いただき、熱心にお聞きい
ただきました。

　『資料編 近代１』の刊行に向け、
掲載する資料を選び、原稿化する
作業を行っています。国立国会図
書館・立川市歴史民俗資料館・
市内旧家などで資料調査を実施し、
市史編さん室内でも借用・寄贈資
料の整理・撮影等を行いました。
　写真は学校関係資料の調査の
際に撮影した史料で、明治12年

（1879）創立の東砂川小学校の沿
革誌です。同校は現在の市立第八
小学校の前身で、明治33年に中砂
川小学校と
合併して砂
川尋常小学
校となりま
す。明治時
代の学校の
様子がわか
る貴重な資
料です。

　３月に古代・中世遺跡、板碑・
六面石幢、仏像等の詳細な調査成
果をまとめた報告書『古代中世の
考古・石造物・美術工芸』を刊行
しました。今年度は調査報告書で
は掲載しなかった市外の板碑に
ついての調査を実施しています。
福正院（福生市）では嘉元４年

（1306）銘と永正７年（1510）銘
板碑、熊川神社（福生市）では室
町時代に関東地方などで用いられ
た私年号「福徳」の銘がある板碑
他14基、国分寺市の文化財資料展
示室では応永20年（1413）銘板碑
他４基を調査しました。また、山
梨県上野原市の保福寺では普済寺
版刻記に出てくる「比丘尼了順」
と同じ名が刻まれた雲版の調査を
行いました。

　『資料編 現代２』の刊行に向け
た調査を継続しています。これま
で主に進めてきた旧庁舎書庫や歴
史民俗資料館の所蔵資料の調査は、
大詰めを迎えました。今後は、市
役所本庁舎や市内の各施設が保管
している公文書の調査に取り組む
予定です。また、市民の方への聞
き取り調査では、資料に残りにく
い市の歴史のさまざまな側面につ
いてお話を伺っています。
　一方、これまで新型コロナウイ
ルス感染症の影響で遅れていたア
メリカ国立公文書館の調査に、よ
うやく着手することができました。
今年度は、立川基地・横田基地の
アメリカ軍が残した写真を主な対
象として、調査を進めています。

　『資料編 近世２』の刊行に向け
て、砂川地域の古文書調査を進め
ています。感染対策を徹底しなが
ら史料所蔵者宅での調査を進めて
おり、新たな古文書も発見されて
います。
　加えて新たに立川市歴史民俗資
料館に寄贈された文書の調査も
行っています。文書群の全貌解明
には整理の終了を待たなければな
りませんが、年貢や家の経営と
いった柴崎村に関わる近世史料
が含まれることがわかりました。

『本編 通史』の更なる内容充実に
向け、柴崎村関係の史料も引き続
き並行して調査を行ってまいりた
いと思います。

　今年度刊行予定の『資料編 砂川
の民俗』に向けて、編集作業を進
めています。調査にご協力いただ
いた方々を再訪し原稿内容の質の
向上に努めています。並行して聞
き書きや撮影調査も継続していま
す。５月中旬には桑室（手掘りの
地下横穴）の実測調査をしました。
６月初旬には西砂川松明伝承保存
会などの協力を得て麦刈りの様子
を記録しました。７月上旬には砂
川地区伝承民謡保存会による棒打
ち（昔ながらのクルリ棒を用いた
脱穀作業）を記録しました。７月
から８月には各地の神事や納涼祭
などの様子を記録しました。

vol.16
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中世以前の立川地域　中世までの多摩地域は、武蔵野
台地の崖線の際

きわ

や谷
や

戸
と

＊１など水が得られる場所に村
が点在し、台地の中心部には原野が広がっていました。
立川地域で言えば、多摩川の近くに柴崎村があるのみ
でした。村と村の境は必ずしも明確ではなく、原野を
挟んで緩やかに隣村と接していたといえます。

近世初期の開発　近世になり江戸が政治の中心となる
と、江戸の発展とともに多摩地域も変化を遂げていき
ました。多摩地域では甲州街道や青梅街道、五日市街
道など江戸を起点とする交通路が整備され、多摩地域
と江戸を人や物資が行き交うようになりました。承応
３年（1654）頃には、人口が増えた江戸の生活用水を
賄うため玉川上水が開削されました。上水からは数々
の分水が引かれ、多摩地域の村々にとっても重要な水
源となりました。街道や水道の整備は新田開発を促し、
五日市街道や砂川分水に沿って砂川村が、青梅街道に
沿って新

しん

町
まち

村（現青梅市）や小川村（現小平市）が成
立しました。しかし山林原野の減少によって肥料や薪
炭などの入手に支障が生じるようになると、村々によ
る開発反対運動が起こったこともあり、幕府は新たな
開発を認めなくなりました。
享保期の新田開発　享保７年（1722）、幕府は享保改
革の中で方針を転換し、年貢増徴のため新田開発を奨
励しました。開発に反対してきた村々にも幕府が開発
を強く促した結果、多摩地域に多数の新田が生まれ、
立川地域には６つの新田村落が成立しました。原野が
切り開かれ、村同士が耕地で接するようになると、村
と村との境界も明確化していきました。

近世の支配のしくみ　村は近世の行政の末端にあたり、

年貢などの租税は村を単位に課せられ、それを村内で
集めるのは名主など村役人の役割でした。村を治める
領主には幕府以外にも大名・旗本・寺社などがあり、
特に関東は領主の異なる村や土地が入り組んでいまし
た。また立川地域の村々はほぼ幕府の直轄領で占めら
れていましたが、柴崎村は普済寺や旗本中川氏の領地
を一部含んでいました。このように複数の領主が割り
当てられた村を相

あいきゅう

給村落といいます。村や地域の中で
支配が入り組んでいたことは近世の特徴といえます。

様々な組合村　一村では対応が難しい課題に対しては
村々が連合して対応していました。このようなまとま
りを組

くみ

合
あい

村
むら

といい、領主の違う村々が組合を作ること
もありました。用水など複数の村が共同利用する施設
の管理や、助

すけ

郷
ごう

や鷹
たか

場
ば

など領主が課した広域的な負担
への対応など、組合村が作られる契機は様々でした。
例えば柴崎村では多摩川の堤防の維持や将軍への鮎の
献上、砂川村では玉川上水の管理といった個別の課題
がありました。村々は、それぞれの課題ごとに関係す
る村と連携し、負担の分担や利害の調整、領主への訴
願などを行っていました。
改革組合村を通じた支配　組合村のひとつに改革組合
村があります。近世後期の治安の悪化に対しては、支
配の入り組みを超えた組合が特に必要とされました。
幕府は文政10年（1827）に一部藩領を除く関東の村々
を改革組合村（寄場組合）に編成し、風俗の統制や犯

▲図１：近世後期における立川地域の村々
　斜線部は立川地域の範囲

　令和５年（2023）は、北多摩を含む三多摩地域が神奈川県から東京府に移管されてから130年、立川村が町
制を施行してから100年、そして立川市と砂川町が合併して現在の「立川市」が誕生してから60年といういく
つもの節目の年に当たります。これらはいずれも、地域をめぐる行政の仕組みが変わった出来事です。そこで
今回は、現在の「立川市」という自治体が生まれるまでに行政がどのような変遷を経てきたのかをたどります。

立川市をめぐる行政のあゆみ
◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

近世の立川近世の立川

立川地域の新田開発１

村と村のつながり２

玉川上水

多摩川 甲州街道

五日市街道

柴崎村

砂川村

宮沢新田

芋窪新田

砂川前新田

砂川新田殿ヶ谷新田

中里新田

　 … 中世以前からの村落
　 … 近世初期に開発された村落
　 … 享保期以降開発された村落◆
▲
●

●

▲ ◆
◆

◆
◆
◆

◆

＊１ 丘陵地に形成された小さな沢を含む地形

→近世の村の説明については『たちかわ物語』vol.11　４～７頁も参照
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罪の取り締まりを担わせました。改革組合村の中心に
なる寄

よせ

場
ば

には交通の要所などが選ばれており、街道な
ど交通の便を考慮して各組合が作られたようです。立
川地域の村々は甲州街道沿いの日野宿組合や五日市街
道沿いの拝島村組合に組み込まれ、柴崎村や砂川村の

　鷹場とは領主の鷹狩りのために
設定された場所のことです。立川
地域の村々は寛延元年（1748）に
尾張藩の鷹場に組み込まれました。
その範囲は多摩川から荒川までに
わたり、北は現在の埼玉県富士見
市、東は埼玉県朝霞市、南は三鷹
市、西は羽村市にまで及びました。
寛政6年（1794）には役人が在勤
する陣屋が柴崎村にも置かれまし
た。鷹場の管理は、柴崎村や砂川

村などの村から登用された鷹場預
り案内役が担いました。
　鷹場内の村には、鷹狩りの応対
や鷹の餌の拠出といった負担、害
獣を追い払うことなどへの規制が
尾張藩から共通して課せられまし
た。鷹場の村々は、各村の本来の
領主と別に尾張藩とも関係を持つ
ことになったのです。このように
近世社会は、幾重にも重なった支
配関係で成り立っていました。

名主は各組合の大
おお

惣
そう

代
だい

のひとりとして地域の紛争解決
などに尽力しました。さらに幕末期に多摩地域の一部
を支配した韮山＊２代官江川氏が農兵（百姓を組織し
た軍隊）の編成に利用するなど、改革組合村を通じた
支配は多目的に行われました。

▲図２：立川市域に関わる改革組合村

鷹場による広域支配

砂川村

立川陣屋
（柴崎村）

下保谷陣屋
（西東京市）

水子陣屋
（埼玉県富士見市）

多 摩 川

荒　川

玉 川 上 水

＊２ 現静岡県伊豆の国市

▲図３：尾張藩鷹場の範囲と陣屋の所在
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韮山県の管轄　明治初期になると、明治新政府
は、近代的な地方制度や行政区画を確立するた
めの試行錯誤を重ねました。戊辰戦争さなかの
慶応４年（1868）６月、旧幕府から新政府への
政権移行に伴う行政機構の再編のひとつとして、
韮山代官江川英武の支配だった多摩地域の村々

（柴崎村・砂川村を含む）は韮山県（県庁所在
地は韮山）の管轄となりました。一方で、近世
以来の改革組合村を通じた支配も継続され、多
摩地域の村々は韮山県・品川県などに分かれて管轄さ
れていました。
神奈川県の管轄　明治４年（1871）の廃藩置県に伴う
府県統合を経て、多摩地域は12月に神奈川県の管轄と
なりました。神奈川県は明治６年４月に数か村を組み
合わせて番組とし、管内を20区185番組に編制しまし
た。さらに明治７年６月の大区小区制の施行で区を大
区、番組を小区に改編しました。砂川村は上谷保新田

（現国分寺市）などとともに神奈川県第12大区３小区
に、柴崎村は郷地村（現昭島市）などとともに同県第
12大区４小区に編制され、小区単位で行政が行われま
した。
北多摩郡の成立　明治11年11月の郡区町村編制法で多
摩川中下流域の北側をまとめた北多摩郡が発足し、そ
の下で近世以来の町村が再び行政の単位になりました

（県―郡―町村）。砂川村は明治12年12月に芋窪新田・
殿ヶ谷新田・宮沢新田・中里新田・平沢新田を合併し
ました。立川村（同じ北多摩郡の柴崎村〈現調布市〉
と混同を避けるため柴崎村から改称）は明治17年７月
の区町村会法改正で中神村外９ヶ村組合に編入されま
したが、明治22年の市制町村制施行のときに組合から
離れました。この時、砂川村は立川村飛地などを併合
しています。ここで立川村・砂川村の領域がほぼ確定
し、以降近代を通じて行政を担いました。
東京府との結びつき　明治22年に甲武鉄道（現JR中
央線）が立川まで開通すると、東京との結びつきも強
まりました。明治26年に立川村・砂川村を含む三多摩
郡が神奈川県から東京府へ移管され、翌年に青梅鉄道
が開業すると、立川地域は三多摩地域の交通の要とな
りました（右頁コラム参照）。
→以上、管轄の移り変わりは『たちかわ物語』vol.10　５頁を参照

立川町制施行　立川村は明治～大正時代に府立第二中
学校や府立農事試験場といった公共機関などを誘致し
て地域経済の発展を図っていました。大正11年（1922）、
立川駅北側に立川飛行場が開設され、立川村は空都・
軍都として発展しはじめました。結果、明治22年に
1,920人だった人口が、大正11年には5,303人、翌年に
は6,895人へと急増しました。街並みも整備され、大
正12年12月に立川村は立川町になりました。

立川駅南口の開発と立川市制施行　大正末から昭和初
期には南武鉄道や五日市鉄道の立川駅乗り入れが計画
されたこともあって、立川駅が拡張されました。昭和
２年（1927）から立川駅南側で耕地整理が行われ、碁
盤目状の道路や排水路が整備されました。また、昭和
５年に立川駅に南口ができると、南口大通り沿いを中
心に商店街が形成され、郵便局や銀行なども開設され
ました。昭和15年12月には、立川町は立川市になりま
した。同年末時点で３万4,693人に達していた人口は、
戦時中に軍需工場の従事員が急増したことで、昭和19
年時点で５万1,126人に達しました。
砂川村周辺の工場建設　立川飛行場に隣接する砂川村
周辺にも立川飛行機や日立航空機の工場が建設されま
した。立川飛行場周辺への軍需工場の進出は住宅不足
の問題を引き起こし、南砂川には工員住宅も建設され
ました。
→軍の土地利用は『たちかわ物語』vol.11　８～10頁を参照

近代の立川近代の立川

立川村・砂川村の成立１

立川飛行場の建設と立川地域の発展２

▲町制施行祝賀　大正12年（1923）

→立川飛行場の開設は『たちかわ物語』vol.15　４～５頁を参照
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　 本 年から130年 前の明治26年
（1893）に三多摩郡（西多摩郡・北
多摩郡・南多摩郡）が神奈川県か
ら東京府に移管されました。東京
府知事と神奈川県知事の連名によ
る上申に述べられた三多摩移管の
理由は、玉川上水の水量の確保と
衛生面でした。これに該当するの
は西・北多摩郡のみでしたが、南
多摩郡については治水・風俗人情・
同一の衆議院選挙区という事情が
あり、西・北多摩郡と分離すべきで
ないことから移管対象地域に含め
るとしました。これについては第２
回総選挙での選挙干渉の責任追及
に苦しんだ神奈川県知事が、その
急先鋒だった南多摩自由党を神奈
川から切り離すためともいわれてい
ます。

　北多摩郡の村々の多くは甲武鉄
道の開業に伴う交通と物流による東
京とのつながりから、移管賛成へ回
りました。明治26年２月23日の移管
賛成の陳述書には三多摩郡の1,600
名を代表する「三郡有志者総代」
21名の筆頭に、砂川村の砂川源五
右衛門（元北多摩郡長）が名を連
ねていました。一方で、南多摩自由
党を中心として激しい反対運動がお
こり、明治26年２月24日の移管反対
の陳情書には南・西多摩郡すべて
の町村長と北多摩郡の５名の町村
長が署名し、立川村長の井上善次
郎が名を連ねていました。
　同年、移管法案が成立し、４月
１日から三多摩は東京府となりまし
た。上の図は移管後のものですが、
元の県境が示されています。また、

鉄道などが集中する「たちかは」駅
が西・北・南多摩郡と東京を結ぶ
位置にあることもわかります。

▲「三多摩郡境域変換事件」の演説会
資料（中嶋家文書B13）

▲宮王鉄道線路略図〔砂川村・立川村附近拡大／大宮・八王子間沿線部分〕　明治29年（1896）７月（中島家文書M33「宮
王鉄道設立趣意書」） 図のオレンジ色の線は計画線。○は駅の設置場所。黒の破線が三多摩東京府移管前の府県境。
大宮と八王子を結ぶ未完の鉄道計画で、砂川村の砂川源五右衛門や立川村の中嶋治郎兵衛も発起人に加わっていました。
五日市街道沿いの砂川村に駅の誘致をめざしていたことがうかがえます。
→『新編立川市史 資料編 地図・絵図』60〜61頁を参照

三多摩地域の東京府移管と鉄道
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昭和の大合併　戦後になって地方分権が進め
られると、旧来の小規模な町村は行政運営の
負担増に苦しみました。そこで国は、財政基
盤の小さい自治体の合併を促すため、合併自
治体を補助金などで優遇する法律（昭和28年
(1953)「町村合併促進法」・昭和31年「新市町
村建設促進法」）を作りました。優遇措置は
期間限定だったため、全国で自治体合併が盛
んに進められ、多摩地域でも合併の機運が高
まっていきました。
近隣自治体との関係　その頃、立川市は周辺
の町村と同じ都市計画区域にあり、また警察
や郵便も周辺と同じ管轄でした。加えて、立
川市・昭和町・国立町で消防隊を、さらに砂
川町を加えた４市町で伝染病棟を運営してい
ました（図４）。これらは、一自治体では担
えない行政サービスを共同で運営する「一部
事務組合」という仕組みで、近世の村々が共
同で課題に対応したのと似ています。
発展の可能性を求めた立川市　昭和30年頃の
立川市は沢山の人が訪れる商都となりつつあ
り、立川駅は５社のバス路線が近隣を繋ぐ
ターミナルでした（図５）。しかし、市域が
狭く開発できる土地が少ないという悩みから、
戦前から周辺自治体との合併を考えていまし
た。都市計画やバス網で繋がる大和町・村山
町などを含む「大立川市」案などが検討され
たものの、優遇措置の期限内にはまとまりま
せんでした。その後は隣接する砂川町・昭島
市・国立町に絞って交渉が続けられましたが、
昭島市・国立町とは不調に終わりました。
緑
グリーンベルト

地帯か、開発か — 砂川町の事情　砂川
町も、当初は立川市との合併交渉に難色を示
していました。しかし、体系的な首都建設を
目指す「首都圏整備法」（昭和31年制定）で、

「緑地帯」（緑地を保存するために開発を抑える地域）
に砂川町を含む計画が示されると、緑地帯指定反対運
動を通じて、町の発展への志向が強まりました。また、
インフラ整備を進めるための財政負担の問題もあり、
合併に前向きになっていきました。

現在の立川市の誕生　両市町の合併は、昭和38年に
入って正式に合意され、５月１日に合併が施行されま
した。合併後の面積は24㎢を超え、北多摩地域では府
中市に次ぐ面積となりました。その後、市内各地に住
宅団地が作られると、人口も急増していきました。

現代の立川現代の立川

立川市と砂川町の合併１

高幡

日  野  町

国立町

昭 島 市
拝島

福島
郷地 市役所

国立駅

国分寺駅

国分寺町

至新宿

至八王子

日野駅

五日市

平井

青梅

飯能

箱根ヶ崎

所沢

山口

奈良橋
芋窪村山

村 山 町

残堀

西砂川 砂　　　川　　　町
砂川一番 砂川三番

立

砂
川
七
番

昭和前駅

福生町
福生

大和町

秋留 米軍
基地

川

市

七 生 村

立川駅

多
摩
川

玉川上水

昭和33年合併
昭和38年市制施行

昭和29年合併
昭島市

立川都市計画区域
国家地方警察立川地区
立川地区消防組合
立川地区伝染病院組合
立川郵便局管轄区域
自治体境

立 川 市

砂 川 町

昭和町

国立町

国分寺町

大和町村山町

福生町

拝島村

日野町

七生村

▲図５：昭和32年頃の立川周辺のバス路線網（『現代１』資料426を加工）
立川駅を起点としたバス網は、それまでの街道・鉄道が手薄だった南北方
向の足となり、立川市の商業的発展を支えました。

▲図４：昭和29年の立川市・砂川町周辺の各種管轄（「昭和29年町村合併促
進特別委員会関係綴」〈立川市蔵〉より作成）

　図中すべての自治体を「大立川市」に合併する案もありました。

8



首都圏をどう整備するか？　昭和50年代に入ると、東
京都心の過密な発展を解消するために、都心の周囲に
発展の拠点となる都市を育てようという構想が具体化し
ました。国の計画では、千葉、川崎・横浜、浦和・大
宮などと並んで、多摩地域から立川・八王子が拠点とな
る「業務核都市」に選ばれました（昭和51年「第三次首
都圏基本計画」、昭和61年「第四次首都圏基本計画」で
青梅が追加）。その後、核都市を結ぶネットワーク状の
都市圏構想へ発展し、現在に至ります（図６）。
多摩の「心

しん
」　東京都では、多摩地域の発展促進とい

う文脈で、商業・交通などの都市機能を集積する拠点
＝「多摩の「心」」として八王子・立川・青梅・町田・多
摩ニュータウンを選びました（昭和57年「東京都長期計
画」・昭和61年「第２次東京都長期計画」）。これは、「多
摩の「心」」を中心に都心の衛星となる都市圏を多摩地
域に築く「多摩自立都市圏」構想へ展開していきました

（図７）。昭和57年には、具体的な開発方針となる「多摩
都心立川（T.T.T.）計画」も策定され、広大な米軍基地
跡地にモノレールを通し、その周囲を様々な業務に活用
していく計画が示されました。
拠点都市となった立川市　立川市は都にさきがけてモノ
レールを軸とした都市圏形成を構想しており、拠点として
の位置づけを積極的に街づくりの推進力としてきました。
現在、基地跡地には、行政機関や国の研究機関が移転
し、商業・業務施設も集まっています。多摩モノレールは、
多摩地域の課題である南北の交通をいっそう強化し、地
域に新たな人の動きを生み出しています。現在の「多摩
の中核都市」立川市の姿は、広域的な計画なしには生ま
れなかったと言えます。

むすびにかえて　今回は周年の節目に、立川地域の行
政の変遷をたどりました。街づくりの中核であった基地
跡地開発が区切りを迎え、市はまた新たな局面に差し掛
かっています。次にどのような道を進むか考える際、来し
方を顧みることがその一助になることを願います。

首都圏のなかでの立川市２

▲図６：国の首都圏整備のイメージ（立川市『たちかわシ
ティー21』平成30年版）

▲図７：東京都の地域整備のイメージ（東京都『多摩の「心」
育成・整備指針』平成７年）

▲基地跡地に設けられた防災基地と開発途上の業務地区（平成
14年頃、立川市広報課提供）

※４〜10頁の資料で明記のないものは立川市歴史民俗資料館蔵

参考文献
・大石学編『多摩と江戸―鷹場・新田・街道・上水―』たましん地域文

化財団、平成12年
・小平市中央図書館編『多摩東京移管前史資料集「多摩はなぜ東京な

のか」』小平市TAMAらいふ21推進事項委員会・小平市、平成５年
・小平市中央図書館編『多摩東京移管前史資料展図録「多摩はなぜ東

京なのか」』小平市TAMAらいふ21推進事項委員会、平成５年
・三多摩郷土資料研究会『新編武蔵風土記稿索引　多摩の部』たまし

ん地域文化財団、平成９年
・松本洋幸・大西比呂志編著『首都圏形成の戦後史―計画・開発と

自治体』日本経済評論社、令和５年
・『小平市史　近現代編』小平市、平成25年
・『新八王子市史　通史編５　近現代（上）』八王子市、平成28年
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　現在の立川市域にあった村々のうち、柴崎村に関わる古文書や絵図を
収録しました。柴崎村の名主役を務めた鈴木家の文書を中心に、柴崎村
における新田開発や、助郷・鷹場・鮎上納といった柴崎村に課せられた
諸役、治水・利水をめぐる組合や村同士の関係性に関わる資料などを紹
介しました。また冒頭の「この本を読まれる方へ」では、柴崎村を例に
近世の村について解説しました。
B５判・カラー口絵16ページ・本文604ページ・上製本・価格2,500円

　大正10年（1922）の立川飛行場の建設決定から昭和20年（1945）のア
ジア・太平洋戦争の終結頃までの資料を収録しました。立川飛行場とそ
の周辺施設の拡大とともに立川が「空都」「軍都」として発展してきた
過程や、立川の町制施行・市制施行の経緯などを示した資料があります。
昭和恐慌と戦争にかけての激動のこの時代を、立川村（町・市）と砂川
村の行政文書や新聞記事などの資料をもとに紹介しました。
B５判・カラー口絵８ページ・本文580ページ・上製本・価格2,500円

　第１章近代と第２章現代の２章構成で、空都・軍都・商都へと姿を変
えてきた立川市を描いた地図と絵図を掲載しました。近代では明治時代
の鉄道計画図や昭和初期の市街地化関係の地図などを掲載して、農村か
ら市街地へと変わりゆく町の様子を示しています。現代では、合併が検
討されていた頃の商工業の分布がわかる地図や、基地跡地がどう活用さ
れ、街並みが作られてきたかがわかる都市計画図も収録しました。
A４判・フルカラー・190ページ・上製本・DVD付・価格3,000円

　昭和20年の終戦から立川市・砂川町が合併する昭和38年までを対象と
して、行政・経済・社会・教育・基地関係など多岐にわたる資料を掲
載しました。今回取り上げたテーマと関連するものでは、「昭和の大合
併」当初の議会での議論や首都圏整備法をめぐり立川市・砂川町がそれ
ぞれどのような運動をしていたかがわかる文書、合併に対する住民目線
の懸念点がまとまった資料などを収録しており、合併に至るまでの実相
の一端がうかがえます。
B５判・カラー口絵４ページ・本文579ページ・上製本・価格2,500円

関連書籍のご案内関連書籍のご案内

新編立川市史  資料編  近世１

新編立川市史  資料編  近代２

新編立川市史  資料編  地図・絵図

新編立川市史  資料編  現代１

　今回の特集「立川市をめぐる行政のあゆみ」に関連する刊行物を紹介し
ます。

▲寛文７年閏２月「手形之事」（鈴木家文書
19-1-9）

▲昭和15年11月「立川町全図」（部分）（旧立
川市役所文書〈総〉７-７「昭和十五年其
ノ二　庶務関係綴」）

▲昭和32年「立川都市計画用途地域図」
（立川市蔵）

▲北口駅前広場の合併記念塔（昭和38年）
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資料・情報提供のお願い資料・情報提供のお願い
古文書・絵図・地図・写真・地域の年中行事・信仰などの情報をおよせください
　市史編さん室では、下記のような文書、写真、情報を収集しています。市史の編さん事業には、市民の皆さま
のご協力が不可欠です。ご提供いただける資料やお聞かせいただけるお話がありましたら、市史編さん室までご
連絡ください。
■文書、書類、印刷物

江戸時代から令和に至るまでのさまざまな古文書・書類・会誌・記念誌、チラシ・広告などの印刷物など
■絵図、地図類、写真、映像、音声

土地の変遷や街並みのわかる絵図、地図類、景観や建造物、生活の様子（お祭りなどの年中行事、七五三・結
婚式・葬式などの人生儀礼、日々の衣食や住まい）などを写した写真や映像、音声など
■地域の年中行事・信仰、ムラのつきあいや慣習など
「念仏を唱える集まりがあった」といったような、昔から続いている慣習についての情報
■立川市域で見つかった石器や土器など考古資料

令和５年４月～令和５年９月活動報告
月 日 活動内容

４月 9日 民俗・地誌部会：西砂地区３社、神事調査
21日 市民協働作業（立川の史料を読む会）

５月

9日 西砂地区３社、神事調査
13・14・
18日

民俗・地誌部会：八雲神社、一番組天王祭り調査 
桑室（若葉町）実測調査

14日 第１回・近代部会会議
19日 市民協働作業（立川の史料を読む会）

27・28日 歴史学研究会大会書籍展示に出展
30日 近世・近代部会：歴史民俗資料館調査
31日 近世部会：普済寺調査

６月

1日 松明保存会、麦刈り記録撮影
7日 砂川地区伝承民謡保存会、麦刈り記録撮影

16日 市民協働作業（立川の史料を読む会）
27日 現代部会：市立第三小学校調査
30日 現代部会：米国国立公文書館調査打合せ

７月
2日 古代・中世部会：福正院（福生市）板碑調査
2日 古代・中世部会：熊川神社（福生市）板碑調査
2日 砂川地区伝承民謡保存会、棒打ち記録撮影

市史編さん広報紙   vol.16

令和５年（2023）９月20日発行
発行　立川市
〒190-8666 東京都立川市泉町1156-9
編集　産業文化スポーツ部市史編さん室市史編さん係
〒190-0022 東京都立川市錦町3-5-22 YAZAWA DEUXビル 201
　TEL	 （042）506-0021／FAX（042）525-1601
　E-mail	 chiikibunka-t@city.tachikawa.lg.jp
　URL	 https://www.city.tachikawa.lg.jp/chiikibunka/sisi/hensanshitu/shishi_top.html
印刷　有限会社立川システム印刷

［市史編さん広報紙に関するご意見・ご感想をお待ちしています］

市史編さんHPはこちら
からアクセスできます。

刊行物紹介
 立川市のホームページでは新編立川市史編さん事業で発刊した刊行物の紹介と目次の公開、正誤
表を随時更新しています。刊行物紹介のページはＵＲＬまたはＱＲコードからアクセスできます。
https://www.city.tachikawa.lg.jp/chiikibunka/sisi/kankoubutsu.html

月 日 活動内容

７月

３日 第1回・民俗・地誌部会会議
8日 近世部会：歴史民俗資料館調査

10日 古代・中世部会：国分寺市所蔵板碑調査
15日 第１回・近世部会会議
20日 立川市シルバー大学講座での発表
21日 市民協働作業（立川の史料を読む会）
24日 現代部会：米国国立公文書館調査打合せ
31日 第19回編集委員会議

８月

7日 古代・中世部会：長徳寺（福生市）板碑調査
8日 第16回編さん委員会会議

18日 市民協働作業（立川の史料を読む会）
22日 現代部会：特定部会会議
27日 第２回・近代部会会議
31日 第１回・現代部会会議

９月 4日 現代部会：聞き取り調査
15日 市民協働作業（立川の史料を読む会）

vol.16
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立川写真館 これらの写真は錦町のとあるお宅で、昭和30年代末から40年代にかけて撮影さ
れたものです。撮影場所は家の縁側で、女の子が成長していく様子が写ってい
ます。今回は家族写真から分かる昔の風景と調査の一例をご紹介します。

写真１写真１

写真２写真２

写真３写真３

写真４写真４

　写真１は女の子が生まれて間もない、昭和39年（1964）ころに撮影された
ものです。女の子を負ぶっているのは彼女の兄で、その横にいるのは二人の
従妹です。写真２では１歳になった女の子が従妹と一緒に縁側で遊んでいま
す。写真３は女の子が最初の七五三を迎えた時の写真で、こちらも従妹と二
人で写っています。写真４は二度目の七五三のときの写真で、兄と仲良く並
んで記念撮影をしています。幼かった女の子が健やかに成長していくのがよ
く分かる、とてもいい写真です。
　このお宅には他にもたくさんの写真がありましたが、家族写真の大部分が
庭先や縁側で撮影されたものでした。近年の住宅ではあまり見られなくなっ
た縁側ですが、これらの写真から、当時はこの場所が家族の憩いの場になっ
ていたことが推測できます。
　このように、何気ない日常風景の写真から当時の生活についての情報を読
み取れることがあります。また、聞き書き調査において話者の方と一緒に写
真を見ながらお話を伺うことで、写っている情報が呼び水となり、より多く
の情報を聞けることもあります。
　自身が慣れ親しんだ日々の何気ないワンシーンも、100年後の人々には全
く馴染みがないものになっているかもしれません。この機会に是非昔の写真
を見返してみてください。今では見られなくなったような光景が、そこには
残されているかもしれません。

家族写真からみる『縁側』

新編立川市史 資料編
先史	 B5判・	カラー口絵８ページ・本文602ページ・上製本	・価格3,500円
古代・中世	 B5判・	カラー口絵16ページ・本文604ページ・上製本	・価格2,500円
近世１	 B5判・	カラー口絵16ページ・本文604ページ・上製本	・価格2,500円
近代２	 B5判・	カラー口絵８ページ・本文580ページ・上製本	・価格2,500円
現代１	 B5判・	カラー口絵４ページ・本文579ページ・上製本	・価格2,500円
柴崎の民俗	 B5判・	カラー口絵８ページ・本文535ページ・上製本	・価格2,500円
地図・絵図	 A4判・	フルカラー・190ページ・上製本・DVD付	・価格3,000円

残部僅少

既刊好評発売中！ 新編立川市史刊行物は各種好評発売中です。
頒布場所：立川市役所本庁３階市政情報コーナー、立川市歴史民俗資料館、オリオン書房ノルテ店、ジュンク堂書店立川髙島屋店
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